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寒河江工業高校
　　　　��生徒会

＋
寒河江市議会

特 集

　本市議会が開催する高校生との意見交換会も4回目を迎えました。今回は寒河江工業高校の生
徒会の皆さんを招き、若い世代のまちづくり等に対する率直な意見を聞くことができました。　
　意見交換会は、本市議会で令和５年度から取り入れた「ワールドカフェ」という手法を使い、
「寒河江の今と未来」をテーマに実施しました。

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
っ
て
？？

　
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

雰
囲
気
の
中
で
、
少
人
数
に
分
か
れ
た

テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
自
由
に
対
話
を
行

い
、
ほ
か
の
テ
ー
ブ
ル
と
メ
ン
バ
ー
を

入
れ
替
え
な
が
ら
対
話
を
続
け
る
手

法
。
参
加
者
か
ら
多
く
の
意
見
や
知
識

が
集
ま
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
理
解
を

深
め
、
新
た
な
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
。

テ
ー
マ
①

「
寒
河
江
の
良
い
と
思
う
と
こ
ろ
」
は

ど
こ
で
す
か
。

■
人
と
人
の
距
離
が
近
く
、
温
か
い
。

■
高
校
で
も
参
加
し
て
い
る
神
輿
の
祭

典
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
あ
る
と
こ

ろ
。

■
さ
く
ら
ん
ぼ
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
果
物
や
谷
沢
梅
な
ど
地
域
の
特

産
品
が
魅
力
的
。

■
ラ
ー
メ
ン
が
お
い
し
い
と
こ
ろ
。
学

校
の
近
隣
に
も
ラ
ー
メ
ン
屋
が
多
く
、

部
活
の
帰
り
な
ど
寄
れ
る
の
で
う
れ
し

い
。

■
空
き
家
が
少
な
い
と
こ
ろ
。

■
い
こ
い
の
森
や
ゆ
っ
く
り
で
き
る
公

園
も
多
く
気
分
転
換
に
な
る
。
ま
た
、

寒
河
江
川
の
ほ
と
り
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ

も
で
き
、
爽
や
か
で
あ
る
。

テ
ー
マ
②

　
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、「
働
き
た
い

ま
ち
、
暮
ら
し
た
い
ま
ち
」
と
は
、
ど

ん
な
ま
ち
で
す
か
。

■
多
く
の
企
業
が
立
地
し
、
自
分
の
ス

キ
ル
が
活
か
せ
る
職
業
を
選
択
で
き
る

ま
ち
。

■
高
い
給
料
を
得
ら
れ
る
企
業
が
あ
る

ま
ち
。

■
若
者
が
集
え
る
魅
力
あ
る
場
所
が
あ

る
ま
ち
。

■
い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
あ
り
、
子
育
て

が
し
や
す
い
ま
ち
。

■
大
型
商
業
施
設
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

店
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
な
ど
が
そ
ろ

い
、
買
い
物
で
き
る
場
所
が
多
い
ま

ち
。

■
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
安
全
に
楽
し
め
る

レ
ジ
ャ
ー
（
ア
ウ
ト
ド
ア
等
）
が
充
実

し
て
い
る
ま
ち
。

■
水
害
な
ど
の
災
害
が
な
く
、
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
。

■
夜
間
医
療
が
充
実
し
て
い
る
ま
ち
。
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令
和
６
年
度
、
議
会
で
は
、
市
内
中

学
校
の
課
題
探
究
学
習
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
皆
さ

ん
と
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
な
ど
の

取
り
組
み
も
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
高
校
生
な
ど
の
若
者
を
は

じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
意
見
を

聴
き
、
議
会
活
動
に
活
か
し
て
い
き
ま

す
。

　

寒
河
江
工
業
高
校
生
徒
会
の
皆
さ

ん
、
貴
重
な
意
見
を
聴
か
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
緒

に
、
寒
河
江
の
未
来
を
創
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

■
街
灯
な
ど
整
備
さ
れ
、
夜
間
も
明
る

く
、
通
勤
や
通
学
な
ど
安
心
な
ま
ち
。

■
子
ど
も
も
高
齢
者
も
安
心
し
て
移
動

で
き
る
よ
う
な
交
通
網
が
整
備
さ
れ
た

ま
ち
。

■
空
き
家
や
空
き
店
舗
が
少
な
く
、
活

気
が
あ
る
ま
ち
。

な
ど
、
活
発
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

意
見
交
換
会
を
終
え
て
感
想
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
徒
会
役
員

■
世
代
の
異
な
る
人
た
ち
と
の
考
え
の

違
い
等
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
み
ん

な
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
作
る
の
は
大

変
だ
と
感
じ
た
。

■
寒
河
江
の
こ
と
を
改
め
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
よ
り
良
い
寒
河

江
に
な
る
よ
う
に
普
段
の
生
活
で
も
改

善
で
き
る
点
な
ど
を
探
し
て
い
き
た

い
。

議
員

■
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
意
見

交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
就
職
や

進
学
を
控
え
て
い
る
若
者
ら
し
い
意
見

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

■
今
回
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
生
徒
さ

ん
は
、
地
元
へ
の
思
い
入
れ
が
強
い
方

も
多
く
、
地
元
を
良
く
し
て
い
こ
う
、

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
を
感

じ
た
。
ま
た
、
職
業
や
将
来
に
つ
い
て

と
て
も
現
実
的
な
意
見
を
多
く
頂
い

た
。

■
今
後
実
施
す
る
際
は
、
テ
ー
マ
設
定

な
ど
を
工
夫
し
、
さ
ら
に
充
実
し
た
も

の
と
し
て
い
き
た
い
。
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　定例会・臨時会で審査した議案のうち、特に皆さんに知っておいてほしいことをピックアップします。

※金額は、１万円未満を四捨五入して表記しています。

ここ ががポイント
第第1回臨時会 ・回臨時会 ・3月定例会 ・ 第月定例会 ・ 第2回臨時会回臨時会
（ （ 1月月31日日 //1日間）（ 日間）（ 2月月28日～日～3月月21日日 //22日間）（ 日間）（ 3月月28日日 //1日間）日間）

令和令和7年年

令 和 7 年 度 予 算

民生費
33.1％
民生費
33.1％

総務費
19.5％
総務費
19.5％

一般会計歳出
（目的別）
一般会計歳出
（目的別）

医療や介護、子育て
等に使われる費用。
医療や介護、子育て
等に使われる費用。

建設関係の他
除雪も
この項目です。

建設関係の他
除雪も
この項目です。

市民税や固定資産税
等、私達が納付して
いるお金です。

市民税や固定資産税
等、私達が納付して
いるお金です。

使用目的が
決められている
お金です。

使用目的が
決められている
お金です。

各自治体の財力や規模
に応じて国から交付
されます。

各自治体の財力や規模
に応じて国から交付
されます。

商工関係の他
観光振興も
この項目です。

商工関係の他
観光振興も
この項目です。

支出

収入
一般会計
歳入
一般会計
歳入

教育費
10.5％
教育費
10.5％

土木費
11.7％
土木費
11.7％

農林水産業費
2.7％
農林水産業費
2.7％

その他
1.1％
その他
1.1％

市税
22.9％
市税
22.9％

寄附金
6.4％
寄附金
6.4％

自主
財源
46.1％

自主
財源
46.1％

依存
財源
53.9％

依存
財源
53.9％

諸収入・その他
16.8％
諸収入・その他
16.8％地方交付税

地方特例交付金
20.4％

地方交付税
地方特例交付金
20.4％

国庫支出金
14.6％
国庫支出金
14.6％

県支出金
7.5％
県支出金
7.5％

その他
5.3％
その他
5.3％市債

6.1％
市債
6.1％

消防費
3.2％
消防費
3.2％

商工費
5.1％
商工費
5.1％公債費

6.4％
公債費
6.4％

衛生費
6.7％
衛生費
6.7％

寒河江市の令和7年度予算を可決
議第９号～議第17号

一般会計や市立病院事業会計、
国民健康保険特別会計など、市
長から寒河江市の令和７年度予
算案が提案され、本会議及び予
算特別委員会で審査しました。
その結果、全ての予算案が提案
どおり可決されました。

一般会計予算 　234億7000万円　対前年度比� 17億1000万円� 7.9％増

主な事業会計� 収　入 支　出

市立病院
事業会計 

収益的 20億7000万円 21億9000万円

資本的 2億 345万円 2億5640万円

水道事業
会　　計

収益的 10億8145万円 10億3814万円

資本的  3億1875万円 5億7751万円

主な事業会計 収　支

国民健康保険特別会計 39億6209万円

介護保険特別会計 45億2253万円
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新婚世帯への補助要件を緩和
〇 総務費  結婚新生活支援事業費補助金　750万円

　これまで転入者が要件となっていたものを撤廃するとともに社宅等も対象とするなど制度の拡
充を図ったうえで、新婚世帯に対して補助を実施するもの。

【こんな質疑が行われました】
Ｑ． 本補助金では、何件の申請を想定しているのか。
Ａ．�令和６年度の実績や寒河江市への転入を要件としないことなどを踏まえ、15件の申請を想

定しています。

こども誰でも通園制度の試行
〇 児童福祉総務費　子ども・子育て支援事業（こども誰でも通園制度）　837万円

　６カ月から満３歳未満の保育所等を利用していない乳幼児について、月一定時間（10時間程
度）の中で、時間単位で柔軟に利用できる制度を試行的に実施するもの。

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．�先行している自治体では利用者がそれほど多くなかったとのこ

とだが、利用者数の見込みは。
Ａ．�新たな制度であり、利用者はあまり多くないと考えております。

なか保育所で保育士等も募集して対応する予定ですが、月10時
間という短い時間ということや、慣れるまでに時間がかかるの
ではないかという懸念もあり、令和８年度からの実施に備えて
試験的に取り組んでいきたいと思います。

保育料負担軽減の拡充
〇 児童福祉総務費　保育料等負担軽減事業　1,450万円

　県と連携して実施している保育料の段階的負担軽減事業について、県が年収470万円以上640
万円未満世帯に４分の１軽減を拡充することに合わせ、市も４分の１を上乗せして２分の１軽減
とするとともに、年収640万円以上の世帯に対し、市単独で２分の１軽減を実施するもの。

がん検診をはじめとした各種検診の実施
〇 健康増進対策費　健康診査事業　6,128万円

　病気の早期発見・早期治療を図るため、市単独事業である30歳代の基本健診をはじめ、各種
がん検診、肝炎ウイルス検診等の各種健康診査を実施するもの。また、令和６年度から２年間の
モデル事業として、胃カメラによる胃がん検診も導入している。

【こんな質疑が行われました】
Ｑ． 胃カメラによる胃がん検診について、自己負担額が5,500円と設定されているが、山形市の

3,700円と開きがある。今年は200名を超える申込み数と聞いているが、今後金額に関して
検討の余地はあるか。

Ａ．�市立病院で実施している胃がん検診の自己負担額に合わせて5,500円と設定しています。今
後、受診者数や効果の評価を行い、令和８年度以降の金額や実施方法・体制について検討を
行う予定としています。 
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令 和 ６ 年 度 補 正 予 算

物価高騰対策としてプレミアム商品券を発行
〇 商工費　地域経済緊急対策事業　8,273万円

　プレミアム商品券事業を通じて、物価高騰等による影響を緩和し、消費
喚起を促すことにより、経済の活性化と市民生活の経済的支援を行うもの。

寒河江公園を整備
〇 土木費  寒河江公園整備事業　4,514万円

　寒河江公園内の陸上競技場及び園路改修のための測量設計等を実施するもの。

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．今回は改修に向けた測量設計とのことだが、どのような改修を考えているのか。
Ａ． 市民の健康づくりに寄与する多目的運動広場であること、また、それに加えて寒河江高校グ

ラウンドの機能も加えた施設となるような改修を考えています。

体育施設整備によるスポーツ環境の提供
〇 保健体育総務費　体育施設整備事業　1,473万円

　市民体育館、屋内多目的運動場の整備のほか、旧幸生小学校体育館を屋内スケートパークとし
て整備するための実施設計等を行うもの。

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．県のスケートパークとの連携が重要と考えるが、どのように取り組むのか。
Ａ． 連携した事業をこれから展開できればと考えております。今後様々な調整を行ってまいりま

すが、まず現時点においては、屋外でできない冬のシーズンや悪天候時にフォローするよう
な形などを想定しております。

地域資源を生かしたウイスキー蒸留所へ補助
〇 総務費  地域経済循環創造事業補助金　5,000万円

　本市の恵まれた水源と豊かな気候を活用しウイスキーの製造・販売を計画する事業者に対し補
助を実施するもの。

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．�近年、ジャパニーズウイスキーは世界的に流行しており全国において新興のウイスキー製造

事業者が増えているようだが、販路などについてはどのように見込んでいるのか。
Ａ．�事業者との打ち合わせにおいては、次のような説明を受け、事業の妥当性等に関する判断材

料の一つとさせていただきました。
　　 「販路に関しては、海外の取扱い事業者との間で販売に関する取引同意をすでに得ており、

年間５万本の販売を計画しております。国内においては、現時点で酒造免許を取得していな
いため営業活動はできない段階ではありますが、酒造の卸組合などに事業内容を説明するな
どしております」
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国民の命を守るために早急に日米地位協定の抜本的改定を求める意見書の提出
についての請願
請願者：沖縄に応答する会＠山形　会長　漆山ひとみ
紹介議員：沖津一博、太田陽子

【請願概要】
　下記事項について、国に意見書の提出を求める。
　・ 国会で早急に、日米地位協定の抜本的改定の議論

を始めること

この請願は賛成多数で
採択しました。
また、請願項目に関する
意見書は全会一致で可決
し、国の関係機関等に送
付しました。

請 願

この請願は賛成多数で
採択しました。
また、請願項目に関する
意見書は全会一致で可決
し、国の関係機関等に送
付しました。

国による学校給食の無償化を求める意見書の提出に関する請願

請願者：学校給食の早期無償化をめざす山形県民の会　代表委員　高木紘一
紹介議員：佐藤耕治、沖津一博、太田芳彦、太田陽子

【請願概要】
　下記事項について、国及び政府に意見書の提出を求める。
　・ 学校給食法を改定し、国の責任において、全ての

市町村での学校給食の無償化を実施できるように
進めること

　・ 国による恒久的な給食の無償化が行われるまで、
学校給食費の軽減策を実施する各市町村に対して、
その財政支援の拡充を図ること

意見書全文は
こちらから

意見書全文は
こちらから

条　例　改　正
寒河江市立病院就業支度金貸与条例の制定について

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．年齢制限を設けた理由は。 
Ａ．�貸与制度であり、長く勤務していただける方を対象としたいということで、全国的な傾向を

考慮したものです。

　寒河江市立病院における薬剤師及び看護師の安定的な確保を図るため、条例を制定するもの。

※ 貸与額の返還について、市立病院において業務期間が４年間従事し
た場合は全額を、２年間従事した場合は半額をそれぞれ免除する。

職　種 採用予定日
満年齢

貸　与　額

正職員勤務経験無 正職員勤務経験有

薬剤師 50歳未満 120万円 60万円

看護師 45歳未満 60万円 30万円

寒河江市立病院寒河江市立病院
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令 和 7 年 第 1 回 臨 時 会
議案番号 議　　案　　名 採決結果 議案番号 議　　案　　名 採決結果

議第１号 寒河江市教育委員会委員の任命について 同意
(全会一致) 議第２号 令和６年度寒河江市一般会計補正予算（第

８号）
可決

(全会一致)

令 和 7 年 3 月 定 例 会
議案番号 議　　案　　名 採決結果 議案番号 議　　案　　名 採決結果

承認
第１号

専決処分の承認を求めることについて（令
和６年度寒河江市一般会計補正予算（第９
号）） 

承認
(全会一致) 議第22号 寒河江市職員の勤務時間、休暇等に関する

条例の一部改正について
可決

(全会一致)

議第３号 寒河江市醍醐財産区管理会財産区管理委員
の選任について

同意
(全会一致) 議第23号 寒河江市職員の育児休業等に関する条例の

一部改正について
可決

(全会一致)

議第４号 令和６年度寒河江市一般会計補正予算（第
10号） 

可決
(全会一致) 議第24号 寒河江市一般職の職員の給与に関する条例

等の一部改正について
可決

(全会一致)

議第５号 令和６年度寒河江市国民健康保険特別会計
補正予算（第２号）

可決
(全会一致) 議第25号 寒河江市交通安全対策推進基金条例の制定

について
可決

(全会一致)

議第６号 令和６年度寒河江市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第１号）

可決
(全会一致) 議第26号 多田文庫図書購入基金条例の廃止について 可決

(全会一致)

議第７号 令和６年度寒河江市立病院事業会計補正予
算（第２号）

可決
(全会一致) 議第27号 アールテック中学生チャレンジ応援基金条

例の制定について
可決

(全会一致)

議第８号 令和６年度寒河江市水道事業会計補正予算
（第１号）

可決
(全会一致) 議第28号 寒河江市地方活力向上地域における固定資産

税の課税免除に関する条例の制定について
可決

(全会一致)

議第９号 令和７年度寒河江市一般会計予算 可決
(全会一致) 議第29号 寒河江市公民館に関する条例の一部改正に

ついて
可決

(全会一致)

議第10号 令和７年度寒河江市国民健康保険特別会計
予算

可決
(全会一致) 議第30号

寒河江市指定介護予防支援等の事業の人員及
び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基
準を定める条例及び寒河江市地域包括支援セ
ンターの包括的支援事業の実施に関する基準
を定める条例の一部改正について

可決
(全会一致)

議第11号 令和７年度寒河江市後期高齢者医療特別会
計予算

可決
(全会一致) 議第31号 寒河江市牧場設置に関する条例の廃止につ

いて
可決

(全会一致)

議第12号 令和７年度寒河江市介護保険特別会計予算 可決
(全会一致) 議第32号 寒河江市都市公園条例の一部改正について 可決

(全会一致)

議第13号 令和７年度寒河江市介護認定審査会共同設
置特別会計予算

可決
(全会一致) 議第33号 寒河江市立病院就業支度金貸与条例の制定

について
可決

(全会一致)

議第14号 令和７年度寒河江市財産区特別会計（高松、
醍醐、三泉）予算

可決
(全会一致) 議第34号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一

部変更について
可決

(全会一致)

議第15号 令和７年度寒河江市下水道事業会計予算 可決
(全会一致) 議第35号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一

部変更について
可決

(全会一致)

議第16号 令和７年度寒河江市立病院事業会計予算 可決
(全会一致) 議第36号 寒河江市副市長の選任ついて 同意

(全会一致)

議第17号 令和７年度寒河江市水道事業会計予算 可決
(全会一致)

令和６年
請願

第２号

国民の命を守るために早急に日米地位協定の
抜本的改定を求める意見書の提出についての
請願

採択
(全会一致)

議第18号 寒河江市議会政務活動費の交付に関する条
例の一部改正について

可決
(全会一致)

請願
第１号

国による学校給食の無償化を求める意見書
の提出に関する請願

採択
(全会一致)

議第19号 寒河江市消防団に関する条例及び寒河江市個
人情報保護法施行条例の一部改正について

可決
(全会一致)

議会案
第１号

国民の命を守るために早急に日米地位協定の
抜本的改定を求める意見書の提出について

可決
(全会一致)

議第20号
寒河江市市税条例及び寒河江市行政手続に
おける個人番号の利用に関する条例の一部
改正について

可決
(全会一致)

議会案
第２号

国による学校給食の無償化を求める意見書
の提出について

可決
(全会一致)

議第21号 寒河江市チェリーランドに関する条例の一
部改正について

可決
(全会一致)

議会案
第３号

寒河江市議会の個人情報の保護に関する条
例の一部改正について

可決
(全会一致)

令 和 7 年 第 2 回 臨 時 会
議案番号 議　　案　　名 採決結果

議第37号 令和６年度寒河江市一般会計補正予算（第
11号） 

可決
(賛否表参照)

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16
採
決
結
果

柏
倉　
信
一

佐
藤　
政
人

野
口
康
一
郎

児
玉　
　
崇

月
光　
裕
晶

安
孫
子
義
徳

太
田　
陽
子

佐
藤　
耕
治

後
藤
健
一
郎

渡
邉　
賢
一

伊
藤　
正
彦

古
沢　
清
志

太
田　
芳
彦

沖
津　
一
博

荒
木　
春
吉

阿
部　
　
清

議第37号 ※ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

提出議案等と採決結果
令和７年第１回臨時会
令和７年３月定例会
令和７年第２回臨時会

可決・否決……一般議案、予算等
同意・不同意…人事案件等
認定・不認定…決算議案等
承認・不承認…専決処分議案等
採択・不採択…請願・陳情

議案等はこちらから

賛否表（賛否が分かれたものや、退席などがあった場合に表示しています。）

○は賛成、×は反対　※議長は採決に加わらない。
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録画映像は
こちらから

商
工
業
者
支
援
に
関
す
る
基
本

方
針
と
今
後
の
経
済
対
策
は�

「
第
１
次
さ
が
え
市
６
次
産
業

化
戦
略
」の
取
り
組
み
状
況
は�

農業者と事業者のマッチング農業者と事業者のマッチング
交流会の様子交流会の様子

問
５
カ
年
計
画
の
本
戦
略
、
次
年
度
が

最
終
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
本
市

の
６
次
産
業
化
は
ど
れ
だ
け
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
た
か
。

市
寒
河
江
ブ
ラ
ン
ド
・
魅
力
発
信
協
議

会
で
は
、
６
次
産
業
化
に
向
け
、
農
業

者
と
事
業
者
の
交
流
事
業
を
実
施
し
、

目
標
を
上
回
る
21
件
の
取
り
組
み
が
あ

り
、
各
種
品
評
会
で
多
数
入
賞
す
る
な

ど
高
い
評
価
を
得
た
商
品
も
あ
り
ま
す
。

問
寒
河
江
ブ
ラ
ン
ド
・
魅
力
発
信
協
議

会
、
今
後
の
展
望
と
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン

ド
力
の
推
進
を
図
る
た
め
の
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
。

市
本
市
の
農
林
水
産
物
を
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
か
な
う
商
品
と
し
て
流
通
さ
せ
る

た
め
、
市
場
や
流
通
の
動
向
を
調
査
し
、

商
品
の
磨
き
上
げ
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
手
法
等
を
情
報
共
有
し
な
が
ら
支
援

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
地
域
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
き

た
商
工
業
者
、
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い

る
今
、
新
市
長
が
考
え
る
支
援
に
関
す

る
基
本
方
針
は
。

市
市
内
関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
、

多
角
的
な
支
援
手
段
を
用
い
て
、
厳
し

い
状
況
下
に
お
い
て
下
支
え
す
る
た
め

の
支
援
や
事
業
活
動
を
一
層
成
長
さ
せ

る
た
め
の
支
援
に
取
り
組
み
、
市
の
責

務
を
適
切
に
遂
行
し
て
い
き
ま
す
。

問
あ
ら
ゆ
る
高
止
ま
り
が
依
然
と
し
て

続
き
、
地
域
経
済
に
お
い
て
は
喫
緊
の

問
題
で
あ
り
、
緊
急
経
済
対
策
の
継
続

が
必
要
で
あ
る
。

市
経
済
情
勢
の
推
移
に
注
視
し
、
国
や

県
の
経
済
対
策
の
動
向
を
踏
ま
え
、
本

市
の
実
情
に
応
じ
た
経
済
対
策
の
実
施

に
つ
い
て
、
関
係
団
体
等
と
連
携
を
図

り
、
適
時
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

財政　 質問者 健康・福祉　 質問者

人員の確保について 月光 訪問系介護事業所等で全国的に閉鎖などが相次ぐ中、本市の現状は 太田（陽）

県立河北病院と市立病院の統合再編・新病院整備の基本構想（案） 渡邉 子育て　 質問者

中学校跡地の利活用について 阿部 さがえっ子がすくすく育つ環境をつくるために 太田（陽）

選挙実務のデジタル化 荒木 子育て環境・幼児教育について 野口

社会・暮らし　 質問者 経済　 質問者

有害鳥獣について 太田（芳） 「第１次さがえ市６次産業化戦略」策定後の取組 児玉

本市の移住定住促進策について 佐藤（政） 本市における今後の小規模事業者・中小企業支援に関する基本方針 児玉

町会について 月光 緊急経済対策の継続について 児玉

公園及び街路樹について 古沢 寒河江中央工業団地への企業誘致 太田（芳）

新たなスポーツ振興について 佐藤（耕） 防災　 質問者

市立図書館の充実化 荒木 減災対策について 阿部

農業　 質問者 教育　 質問者

本市の林業振興について 佐藤（政） 本市の不登校児童生徒の現状と支援 古沢

未来の農業のすがたについて 佐藤（耕） 学校施設整備計画改定（案）及び新中学校施設整備基本構想（案） 渡邉

児児ここ

玉玉だ
ま
だ
ま　　

崇崇た
か
し

た
か
し��

議
員
議
員

市…市長答弁　　教…教育長答弁　　選…選挙管理委員長答弁
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録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

太太お
お
お
お

田田たた��

芳芳よ
し
よ
し

彦彦ひ
こ
ひ
こ��

議
員
議
員

太太お
お
お
お

田田たた��

陽陽よ
う
よ
う

子子ここ��

議
員
議
員

介
護
の
現
状
と
訪
問
系
介
護

事
業
所
の
状
況
は

問
訪
問
系
介
護
事
業
所
の
本
市
の
現
状

は
。

市
市
内
８
カ
所
の
訪
問
介
護
事
業
所
で
、

休
止
や
廃
止
と
な
っ
た
所
は
あ
り
ま
せ

ん
。
訪
問
介
護
受
給
率
は
、
令
和
４
年

度
、
令
和
５
年
度
と
も
１
．
４
％
で
、

令
和
６
年
度
は
12
月
現
在
１
．
３
％
と
、

ほ
ぼ
一
定
割
合
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

問
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
け

る
、
介
護
の
担
い
手
不
足
へ
の
対
策
は
。

市
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
掲
げ

る
、
外
国
の
方
も
貴
重
な
介
護
人
材
と

し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
人
材
育
成
や

多
方
面
か
ら
の
支
援
体
制
整
備
を
行
い
、

人
材
不
足
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

寒
河
江
を
支
え
る
高
校
生
へ
、

給
付
型
の
奨
学
金
の
創
設
を

問
親
が
経
済
的
に
困
窮
す
る
家
庭
の
子

ど
も
へ
の
給
付
型
の
奨
学
金
の
創
設
を
。

市
本
市
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
市
独

自
の
子
育
て
支
援
と
し
て
中
学
３
年
生

の
保
護
者
に
10
万
円
を
給
付
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
今
年
度
18
歳
ま
で
拡
大

さ
れ
た
児
童
手
当
の
効
果
を
見
定
め
、

必
要
性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
相
談
を
受

け
る
機
能
を
フ
ロ
ー
ラ
へ
、
子
ど
も
を

中
心
に
。

市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の

周
知
を
引
き
続
き
市
内
小
中
学
校
に
行

う
と
と
も
に
、
フ
ロ
ー
ラ
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
実
施
し
て
い
る
相
談
事
業
と
の

連
携
を
強
化
し
、
子
ど
も
が
相
談
し
や

す
い
体
制
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策

問
熊
や
イ
ノ
シ
シ
を
見
つ
け
た
場
合
、

ど
こ
に
連
絡
す
れ
ば
い
い
の
か
。

市
市
役
所
や
警
察
に
連
絡
す
る
こ
と
が

一
般
的
で
す
。
連
絡
を
受
け
た
際
、
市

で
は
関
係
各
課
に
情
報
共
有
す
る
ほ
か
、

市
街
地
等
で
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
寒

河
江
警
察
署
や
県
村
山
総
合
支
庁
に
も

連
絡
す
る
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

問
有
害
鳥
獣
が
増
え
る
中
で
、
本
市
に

も
、
狩
猟
課
の
よ
う
な
部
署
を
設
置
し

対
応
す
べ
き
で
は
。

市
寒
河
江
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
を
中
心
に
、
市
関
係
各
課
が
連
携
し

て
対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
捕
獲
の

担
い
手
確
保
と
併
せ
、
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
被
害
防

止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

中
央
工
業
団
地
へ
の
雇
用
創
出

問
多
く
の
雇
用
を
創
出
す
る
に
は
、
物

を
造
る
企
業
が
最
適
と
思
う
が
、
こ
こ

10
年
で
製
造
業
の
誘
致
は
。

市
平
成
27
年
以
降
、
工
業
団
地
に
は
６

社
の
製
造
業
が
立
地
し
て
お
り
、
６
社

の
合
計
敷
地
面
積
は
、
約
７
．
８
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
す
。
従
業
員
数
は
、
操
業

開
始
前
の
２
社
を
除
く
４
社
の
合
計
で

２
１
６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
工
業
団
地
の
分
譲
未
済
面
積
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
将
来
を
見
据
え
、

拡
張
す
べ
き
と
思
う
が
。

市
地
域
経
済
の
維
持
・
発
展
、
市
民
の

雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た
め
に
も
次
の

拡
張
は
必
要
で
あ
ろ
う
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
市
内
企
業
等
に
事
業
用

地
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
必
要
な
面

積
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ハートフルセンターにあるハートフルセンターにある
相談窓口相談窓口

中央工業団地中央工業団地
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野野のの

口口ぐ
ち
ぐ
ち
康康こ
う
い
ち
ろ
う

こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
一
郎��

議
員
議
員

佐佐ささ

藤藤と
う
と
う��

政政ま
さ
ま
さ

人人とと��

議
員
議
員

本
市
の
林
業
推
進

本
市
の
移
住
定
住
施
策

問
全
国
で
移
住
者
施
策
を
実
施
し
て
い

る
が
、
本
市
の
移
住
者
推
移
及
び
目
的
、

空
き
家
対
策
は
。

市
移
住
者
数
は
令
和
２
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
合
計
４
３
１
人
で
、
一
番

多
い
理
由
は
「
就
職
・
転
職
・
起
業
・

就
農
」
で
し
た
。
空
き
家
対
策
と
し
て

は
、
空
き
家
バ
ン
ク
や
関
係
機
関
と
の

合
同
相
談
会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
移
住
者
へ
の
就
労
支
援
策
は
十
分
か
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
の
一

元
化
が
不
十
分
で
は
な
い
か
。

市
現
在
の
移
住
サ
イ
ト
の
中
に
、
管
内

の
求
人
情
報
や
創
業
支
援
情
報
等
、
就

労
に
関
連
す
る
項
目
を
追
加
す
る
等
、

円
滑
に
就
労
支
援
等
の
移
住
支
援
策
へ

導
け
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

問
本
市
に
お
け
る
林
業
事
業
者
の
実
態

と
、
森
林
環
境
譲
与
税
・
や
ま
が
た
緑

環
境
税
の
交
付
状
況
と
活
用
実
績
は
。

市
市
内
の
林
業
事
業
者
は
少
な
い
の
が

実
態
で
す
。
今
年
度
予
定
の
森
林
環
境

譲
与
税
は
１
４
５
１
万
２
千
円
、
や
ま

が
た
緑
環
境
税
は
１
４
０
万
８
千
円
で

あ
り
、い
こ
い
の
森
再
整
備
事
業
や
児
童

の
木
育
学
習
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

問
持
続
可
能
な
林
業
形
態
と
し
て
、
自

伐
型
林
業
※

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

様
々
な
財
源
を
活
用
し
て
推
進
し
て
は
。

市
自
伐
型
林
業
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
や
、
若
い
林
業
担
い
手

の
誕
生
が
期
待
で
き
る
取
り
組
み
と
考

え
る
た
め
、
先
行
し
て
取
り
組
む
自
治

体
の
状
況
等
も
調
査
し
本
市
で
の
事
業

実
施
の
可
能
性
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

▼
自
伐
型
林
業

　
個
人
や
地
域
が
所
有
す
る
森
林
を
自

ら
整
備
し
、

そ
の
森
林
か

ら
持
続
的
に

収
入
を
得
て

い
く
林
業
。

問
質
の
高
い
教
育
を
提
供
す
る
た
め
の

「
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
」
設
置
の
見
通

し
は
。

教
現
在
、
幼
児
教
育
施
設
を
訪
問
し
て

の
相
談
対
応
、
小
学
校
へ
の
就
学
の
支

援
、
幼
保
小
連
携
の
観
点
か
ら
の
研
修

会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
山
形
県

や
他
市
町
村
等
の
情
報
を
収
集
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
べ
き
課
題
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
幼
児
教
育
か
ら
小
学
校
教
育
に
移
行

す
る
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の

幼
保
小
の
接
続
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
１
年
生
の
入
学
時
に
は
、
幼
児
教
育

施
設
で
の
活
動
を
考
慮
し
た
ス
タ
ー
ト

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
幼

児
教
育
と
小
学
校
教
育
で
の
学
び
方
の

違
い
を
双
方
が
理
解
し
、
子
ど
も
の
成

長
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

幼
児
教
育
推
進
体
制
の

充
実・強
化
を�

　
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
、
療
育
が
必

要
な
子
ど
も
達
や
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
な
ど
へ
の
支
援
の
拡
充
が
必
要
と
考

え
る
。「
全
国
に
誇
る
子
育
て
環
境
と

教
育
の
ま
ち
へ
」
を
目
指
す
本
市
の
考

え
は
。

問
多
忙
な
保
育
士
の
心
理
的
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
本
市
と
し
て
、
保
護
者

へ
の
療
育
に
関
す
る
理
解
促
進
の
機
会

を
作
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
と
考
え
る

が
対
策
は
。

市
令
和
７
年
度
か
ら
５
歳
児
相
談
を
健

診
事
業
に
拡
充
し
、
市
、
保
育
士
、
保

護
者
が
連
携
し
た
体
制
づ
く
り
に
努
め
、

支
援
が
必
要
な
子
ど
も
の
対
応
等
で
増

加
す
る
保
育
士
の
心
理
的
負
担
軽
減
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

全ての子ども達に全ての子ども達に
質の高い教育を 質の高い教育を 

空き家古民家空き家古民家
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古古ふ
る
ふ
る

沢沢さ
わ
さ
わ��

清清き
よ
き
よ

志志しし��

議
員
議
員

月月が
っ
が
っ
光光こ
う
こ
う��

裕裕ゆ
う
し
ょ
う

ゆ
う
し
ょ
う晶晶��

議
員
議
員

町
会
の
あ
り
方

問
全
国
的
に
町
会
の
存
続
や
人
手
不
足

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
本
市
の
現

状
と
市
民
の
声
は
。

市
10
年
前
と
比
べ
人
口
は
減
少
し
世
帯

数
と
町
会
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
町

会
長
か
ら
、
負
担
の
大
き
さ
を
理
由
と

す
る
役
員
就
任
拒
否
や
町
会
行
事
へ
の

不
参
加
等
、
若
年
層
の
意
識
変
化
を
背

景
と
し
た
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

問
課
題
と
具
体
的
な
施
策
は
。

市
町
会
長
の
あ
て
職
の
軽
減
や
行
事
の

ス
リ
ム
化
を
図
り
、
若
年
層
・
女
性
の

積
極
的
参
加
を
促
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
交
流
の
た
め
の
補
助
制
度
の
活
用

や
町
会
の
適
正
規
模
へ
の
統
合
・
再
編

等
も
念
頭
に
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

市
職
員
の
人
員
不
足
と
対
策

問
全
国
的
に
人
材
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
中
、
現
在
の
市
の
職
員
数
を
ど

う
分
析
す
る
か
。

市
市
と
し
て
の
施
策
展
開
に
伴
い
、
職

種
ご
と
に
、
職
員
数
を
増
減
さ
せ
な
が

ら
、
行
政
需
要
に
応
じ
て
、
必
要
な
人

員
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
人
材
の
確
保
・
定
着
に
お
け
る
課
題

と
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
は
。

市
専
門
的
人
材
を
輩
出
す
る
教
育
機
関

等
に
対
し
、
本
市
で
働
く
こ
と
の
魅
力

を
含
め
、
積
極
的
な
求
人
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
職
員
の
定
着
に
向
け
、
先

輩
職
員
が
仕
事
面
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

公
園
及
び
街
路
樹
の
手
入
れ�

問
災
害
時
に
は
街
区
公
園
は
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
る
か
、
そ
の
利
活
用
の
考
え

は
。

市
災
害
時
に
一
時
的
に
緊
急
避
難
す
る

「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」
と
し
て
街
区

公
園
等
の
公
園
を
21
カ
所
指
定
し
て
い

ま
す
。
避
難
し
て
き
た
方
々
が
、
そ
の

危
険
が
去
る
ま
で
一
時
的
に
滞
在
す
る

場
所
と
し
て
利
活
用
し
ま
す
。

問
街
路
樹
の
定
期
的
な
点
検
、
剪
定
、

清
掃
な
ど
の
維
持
管
理
は
ど
の
よ
う
に

実
施
し
て
い
る
の
か
。

市
街
路
樹
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
専

門
業
者
に
委
託
し
、
概
ね
２
年
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
剪
定
や
病
害
虫
防
止
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
伐
採
や

間
引
き
な
ど
も
考
慮
し
た
維
持
管
理
計

画
の
作
成
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

本
市
の
不
登
校
児
童
生
徒
の

現
状
と
支
援

問
不
登
校
児
童
生
徒
は
11
年
連
続
し
て

増
加
し
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
指
導
要

録
上
、
出
席
扱
い
と
な
る
の
は
ど
の
よ

う
な
場
合
で
あ
る
か
。

教
市
の
「
不
登
校
児
童
生
徒
の
『
指
導

要
録
上
の
出
席
扱
い
』
に
係
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」に
基
づ
き
ま
す
。寒
陵
ス
ク
ー

ル
は
出
席
扱
い
と
し
、
民
間
施
設
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
等
活
用
の
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、

要
件
に
よ
り
校
長
の
判
断
と
な
り
ま
す
。

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
学
習
の
状
況

等
、
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
行
政

と
し
て
の
支
援
は
。

教
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業
配
信

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
に

別
室
担
当
教
育
相
談
員
を
配
置
し
、
寒

陵
ス
ク
ー
ル
開
所
時
間
延
長
、
専
門
的

ス
キ
ル
を
持

つ
職
員
の
配

置
に
よ
り
保

護
者
や
学
校

へ
の
支
援
も

予
定
し
て
い

ま
す
。

市も計画的な人員確保を市も計画的な人員確保を

手入れされた街路樹手入れされた街路樹
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渡渡わ
た
わ
た

邉邉な
べ
な
べ��

賢賢け
ん
け
ん

一一い
ち
い
ち��

議
員
議
員

佐佐ささ

藤藤と
う
と
う��

耕耕こ
う
こ
う

治治じじ��

議
員
議
員

新
中
学
校
施
設
整
備
の

課
題
解
決
を

寒
河
江
市
の
農
用
地
の

目
指
す
べ
き
姿
は
何
か

新
病
院
整
備
基
本
構
想
に

市
民
の
意
見
反
映
を�

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ

「
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
」�

問
「
分
娩
機
能
」
と
「
小
児
救
急
」
の

産
婦
人
科
や
小
児
科
、「
慢
性
期
診
療

機
能
」
へ
の
対
応
は
。

市
分
娩
機
能
・
小
児
救
急
は
、
将
来
の

可
能
性
も
含
め
、
対
応
で
き
る
病
院
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
慢
性

期
診
療
は
、
療
養
機
能
を
有
す
る
病
院

へ
の
転
院
や
介
護
施
設
へ
の
移
行
支
援
、

在
宅
医
療
の
提
供
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
新
病
院
建
設
用
地
の
選
定
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
は
。

市
７
カ
所
の
候
補
地
か
ら
、
令
和
13
年

中
の
開
院
に
向
け
、
円
滑
に
整
備
が
進

む
こ
と
、
西
村
山
圏
域
の
医
療
体
制
確

保
の
観
点
か
ら
、
交
通
ア
ク
セ
ス
や
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
視
点
を
踏
ま

え
選
定
に
臨
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
や
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ジ
ム
が
整
い
「
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の

ま
ち
寒
河
江
」
と
し
て
推
奨
で
き
な
い

か
。

教
素
晴
ら
し
い
施
設
や
環
境
を
活
か
し

た
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
と
し
て
連

携
・
連
動
し
、
地
域
活
性
化
や
交
流
人

口
の
拡
大
を
目
指
す
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
と
の
足
並
み
を
揃
え
、

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
練
習
等

の
人
口
の
増
加
を
見
据
え
て
、
新
た
な

合
宿
所
の
建
設
は
で
き
な
い
か
。

教
現
在
の
合
宿
所
が
よ
り
利
便
性
が
高

ま
る
よ
う
検
討
を
深
め
る
と
と
も
に
、

市
内
の
宿
泊
施
設
や
観
光
部
門
と
の
連

携
の
も
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
本
市

の
魅
力
発
信
や
周
遊
性
を
高
め
る
た
め

の
支
援
等
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

問
生
徒
の
通
学
に
お
け
る
利
便
性
や
安

全
性
が
し
っ
か
り
確
保
さ
れ
る
の
か
。

教
徒
歩
や
自
転
車
以
外
に
も
ス
ク
ー
ル

バ
ス
や
循
環
バ
ス
、
左
沢
線
や
路
線
バ

ス
等
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
や
、
保

護
者
送
迎
時
の
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
、

来
年
度
設
置
す
る
準
備
委
員
会
に
お
い

て
、
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
寒
河
江
高
校
の
早
期
改
築
整
備
を
含

め
た
市
内
２
つ
の
高
等
学
校
と
の
中
高

連
携
は
。

教
中
高
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
魅
力
向
上

を
図
り
、
地
域
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
醸
成
し
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
中
核
と
な
る

人
材
育
成
の
た
め
、
地
域
や
企
業
と
も

協
力
し
て
連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
ど
の
農
地
を
誰
が
耕
作
す
る
の
か
定

め
る
「
地
域
計
画
」
の
課
題
と
施
策
は
。

市
新
た
な
農
業
人
材
の
確
保
が
優
先
課

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
就
農
支

援
に
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
、

園
地
の
確
保
や
設
備
投
資
の
資
金
確
保
、

農
業
技
術
の
習
得
な
ど
、
関
係
機
関
と

と
も
に
、
多
方
面
か
ら
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

問
10
年
後
、
農
地
の
利
活
用
の
方
向
性

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
農
地
の
貸
し
借
り
を
仲
介
す
る
農
地

中
間
管
理
機
構
を
通
し
て
、
担
い
手
と

な
る
認
定
農
業
者
や
農
業
法
人
等
に
可

能
な
範
囲
で
農
地
を
集
め
つ
つ
、
新
規

就
農
者
の
受
け
入
れ
と
育
成
を
図
り
、

地
域
内
の
効
率
的
な
農
地
利
用
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

（出典：国土地理院）（出典：国土地理院）
新中学校整備最有力候補地の新中学校整備最有力候補地の

県立寒河江高校グラウンド周辺県立寒河江高校グラウンド周辺

子供から大人まで楽しめる、子供から大人まで楽しめる、
国内最大級クライミングジム国内最大級クライミングジム
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議会日誌
　寒河江市議会はさまざまな分野について日々調査・研究を行っております。

　今回は議会運営委員会での視察の状況についてお伝えします。

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

荒荒あ
ら
あ
ら

木木きき��

春春は
る
は
る

吉吉き
ち
き
ち��

議
員
議
員

阿阿ああ

部部べべ　　

清清き
よ
し

き
よ
し��

議
員
議
員

災
害
被
害
を
最
小
限
に

減
ら
す
ま
ち
づ
く
り

問
線
状
降
水
帯
の
よ
う
な
豪
雨
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
被
害
に
遭
う
前
に
減
災

対
策
を
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

市
新
た
に
指
定
さ
れ
た
県
が
管
理
す
る

中
小
河
川
の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
反

映
し
、
令
和
７
年
度
防
災
マ
ッ
プ
を
更

新
し
て
、
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を
あ
ら

か
じ
め
認
識
し
、
家
庭
で
の
防
災
意
識

を
高
め
、
適
切
に
避
難
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

問
沼
川
排
水
機
場
は
建
設
か
ら
50
年
に

な
る
。
故
障
も
あ
り
、
建
て
替
え
の
要

望
を
国
に
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

市
設
置
か
ら
約
50
年
経
過
し
て
い
る
こ

の
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
市
に
と
っ
て

大
変
重
要
な
施
設
で
あ
る
た
め
、
適
切

な
管
理
、
運
用
は
も
と
よ
り
、
更
新
に

つ
い
て
も
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

中
学
校
の
跡
地
利
用
は

問
新
中
学
校
の
建
設
に
伴
い
、
３
中
学

校
の
跡
地
を
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

ど
う
利
活
用
し
て
い
く
の
か
。

市
跡
地
は
、
新
病
院
の
敷
地
や
西
村
山

広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
の
建
替

用
敷
地
、
ま
た
、
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
提
案
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
と
し
て
の
活
用
の
可
能
性
な
ど
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

問
西
村
山
の
中
核
で
あ
る
本
市
に
、
交

通
の
利
便
性
等
を
考
慮
し
、
新
病
院
を

建
設
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

市
新
病
院
は
、
西
村
山
地
域
の
患
者
人

口
を
最
大
限
に
カ
バ
ー
し
、
４
町
か
ら

よ
り
多
く
の
患
者
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
場
所
と
し
、
市
と
し
て
は
医
療
を
提

供
し
て
き
た
経
緯
か
ら
も
市
内
に
整
備

さ
れ
る
こ
と
が
最
も
適
当
と
考
え
て
い

ま
す
。

電
子
投
票

　
２
月
13
日
付
日
経
新
聞
社
説
は
「
選

挙
実
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
探
れ
」
だ
っ

た
。
大
阪
府
四
條
畷
市
で
昨
年
12
月
実

施
の
市
長
選
。
開
票
時
間
短
縮
と
作
業

人
員
の
削
減
が
図
ら
れ
、
職
員
の
労
働

改
革
と
歳
出
抑
制
か
ら
大
歓
迎
だ
っ
た
。

問
本
市
の
選
挙
実
務
デ
ジ
タ
ル
化
の
基

本
的
考
え
方
は
。

選
現
在
の
選
挙
制
度
で
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
、
個
々
の
自
治
体
に
よ
る
課
題
解
決

が
難
し
く
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
せ

ん
が
、
投
票
率
向
上
と
投
票
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
で
あ
り
今

後
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

市
立
図
書
館
充
実
化

問
令
和
６
年
度
の
整
備
状
況
は
。

教
図
書
等
の
購
入
冊
数
は
２
月
末
時
点

で
合
計
４
２
８
２
点
と
な
っ
て
お
り
、

蔵
書
数
は
合
計
14
万
７
０
０
６
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
児
童
書

コ
ー
ナ
ー
の
ソ
フ
ァ
や
お
話
し
室
の
床

の
補
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
指
定
管
理
者
導
入
元
年
の
成
果
は
。

教
株
式
会
社
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
が

指
定
管
理
者
と
な
り
、
読
書
普
及
に
係

る
継
続
事
業
を
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

移
動
図
書
館
の
導
入
な
ど
新
た
な
事
業

も
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度

導
入
の
狙
い
に
沿
っ
た
事
業
展
開
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

沼川排水機場沼川排水機場

投票率向上を目指す電子投票投票率向上を目指す電子投票

14LetterLetter2025.05.15



議会日誌
　寒河江市議会はさまざまな分野について日々調査・研究を行っております。

　今回は議会運営委員会での視察の状況についてお伝えします。

阿見町にて説明を受ける議員阿見町にて説明を受ける議員

２月６日 茨城県阿見町   議会モニター制度、
　　　　　　　　　　    議会報告会＆交流会について
　阿見町議会では、議会モニター制度の導入や議会報告会
＆交流会を実施するなどにより、議会活動の充実・強化に
努めています。報告会＆交流会では、参加者がリラックス
して意見を述べやすい環境づくりをしており、本市議会に
おいても見習うべきところが多くありました。

　行政視察
　　議会運営委員会

２月７日 千葉県鎌ケ谷市 通年議会について
　鎌ヶ谷市議会では、議会の会期を約１年間とする「通年
議会」を導入しています。年間を通して議会が活動できる
環境が整備されることで、議会機能の充実強化や緊急時の
体制整備などが図られています。千葉県内唯一の通年議会
導入市になっており、その成果が注目されています。

　当市議会では、議会だよりに関する読者の声をお寄せいただき紙面の改善を図るため、議会
だよりモニター制度を設けています。今回は、令和６年度議会だよりモニター10名の方から
頂いたご意見の一部を議会広報委員会からの回答とともに紹介いたします。

 モ市内各種団体の特集はさまざまな意見を
　聞けるので今後も続けてほしい。特集の
　対象は社会教育団体や商工業団体、学識
　経験者などへも広げてほしい。
議特集内容は読者の皆さんから手に取って
　もらえるような内容を意識しています。
　頂いたご意見のような団体様も含め、幅
　広く検討してまいります。
 モ文字の大きさや行間などについて高齢の
　方などへの配慮が必要ではないか。
議２月５日発行の議会だよりから、文字の
　大きさと余白を調整し、一般質問コー
　ナーのレイアウト変更を行いました。今
　後もさまざまな世代の方が見やすい紙面
　づくりに努めてまいります。

 モ 市政に関する重大な案件についての情報
提供を議会だよりでもしてほしい。

議 原則として、市報や市ホームページ等を
通して市民の皆さんへお知らせされるこ
とと思いますが、「議会」という側面か
らお知らせすべき事柄等については議会
だよりでお伝えできるよう編集作業を
行ってまいります。

議会だより編集中議会だより編集中

議会だよりモニター の 声
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■
発

行
　

寒
河

江
市

議
会

　
■

編
集

　
寒

河
江

市
議

会
広

報
委

員
会

　
■

印
刷

　
寒

河
江

印
刷

株
式

会
社

　
こ

の
市

議
会

だ
よ

り
の

用
紙

は
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

日 月 火 水 木 金 土
5/
25

26 27 28 29
招集告示

30 31

6/
1

2
請願・陳情
締切日

3
議会運営委
員会

4 5 6
本会議

（議案説明）

7

8 9
議案調査日

10
議案調査日

11
本会議

（一般質問）

12
議案調査日

13
本会議

（一般質問）

14

15 16
本会議（質疑）
予算特別委員会、
委員会・分科会

17
委員会・分科会

18
事務処理日

19
事務処理日

20
事務処理日、
議会運営委員会

21

22 23
予算特別委員会、
本会議（採決）

24 25 26 27 28

より近くに
時代に合わせた発信

６月定例会の日程（予定）

市議会ホームページを
見てみませんか

議�会 まめ 知�識 編 集 後 記

寒河江市議会
ホームページ

寒河江市議会では、ＳＮＳによる情報発信を行っ
ております。
いいね！やフォロー、よろしくお願いします。

議会広報委員会　児玉　崇

　寒河江市議会では「開かれた議会」を実現するため、
ホームページで議案書等の公開や本会議等のインター
ネット中継を行っています。市議会の活動や市政の状況
を知ることができますので、ぜひご活用ください。
　ご不明な点については、議会事務局へお問い合わせく
ださい。
○議会事務局
０２３７－８５－１８９９

　会派とは、市政について同じ考えや
意見を持つ議員が集まり、自分たちの
考え方を効果的に市政に反映させるた
めに結成されたグループをいいます。
　本市議会では３人以上で会派を結成
することができます。 

会 派 って何？

傍聴を希望される皆様へ
　開会時間はいずれも午前９時30分です。日程が変更になる
場合や傍聴をご遠慮いただく場合があります。

請願・陳情の締め切り
　６月定例会の請願・陳情は「６月２日（月）正午まで」に議
会事務局へご持参ください。

　寒河江公園のつつじが今、最も鮮やかな季節を迎
えている。3.2ヘクタールの斜面を埋め尽くす４万
３千株のつつじは、まさに自然が描いた"春のパ
レット"。赤や白、黄色のグラデーションで訪れる
人を出迎える。早生から晩生まで種類豊富なため、
５月いっぱい楽しめるのも魅力だ。市内外から多く
の人が訪れ、家族や友人と散策する姿や、園児や高
齢者団体がバスで訪れる様子もよく見られる。お弁
当を広げ、お茶や団子を片手に、月山や蔵王の眺望
を楽しめるのも、この公園ならではの贅沢である。
　以前、定例会でつつじ園の整備について質問した
が、今後は子どもや高齢者にも優しい園路整備も進
められる予定だ。寒河江公園がこれからも本市のラ
ンドマークとして、さらに多くの人に愛されること
を願っている。

＠sagae.gikai ＠sagae_gikai ＠sagae_gikai

Q
A

※令和７年４月１日現在の会派です。
※市議会内の申合せで議長は会派に所属しません。

寒河江市議会　会派の状況
会　派　名 所属人数
寒政クラブ ４人

さわやか・立憲クラブ ３人
壮風会 ５人

会派に所属しない議員 ４人
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